

























できるだろう．近い未来に， 具体的なテストフィー ルドにおけるチャレンジを通じて，こ うしたリアルタ
イム災害モニタリングシステムが構築・提供されてゆくことが期待される．
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図6.花闘岩あるいは流紋岩を基盤とする山地全体（A）あるいは，その中の崩壊源（B）に供給された任意時間
最大降水量の出品頻度分布．
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図 9.流域における降水入力の応答としての土砂生
産および土砂流出の概念図．
図8は崩壊源となった斜面川頃斜ごとに，そこにもたら
された雨の3時間最大降水量のヒストグラムを示したも
のである．これをみると，斜面勾配が小さくなるほど，
土砂移動のための降雨闇値はより明瞭になる傾向は認め
られるものの，値それ自体が変化するようにはみえない
勾配が大きい場所ほど，より小さい強度の雨でも土砂移
動を生じるように予想されるが現実には，そう単純な対
応関係とはなっていないようである．これは，先に述べ
たように土砂移動の機構が多様であり，斜面勾配のみに
依存して，崩壊が生じるわけで、はないことを反映したも
のと考えられる．流域内で生じる土砂移動に対する降雨
闇値の精微な推定には，崩壊源となる場の集水面積や崩
壊予備物質の厚み，あるいは斜面構成物の水理性や可働
性（静的・動的な強度特性）を考慮、したモデリングが必
要となるであろう．
以下に，降水と流域からの土砂流出の関係について，
概念的にまとめる．図9に示すように，降雨の入力に対
する応答としての土砂移動現象の発生と，流域からの土
砂流出は，し、くつかの間値をもち，非線形的なふるまい
をもっ．まず， 地形変化に効果的な時間スケールにおけ
る降水量 （有効降雨）が十分に小さければ，土砂移動は
40 
かを適時に，正確に，認識させることのできる仕組みが
必要である．
豪雨による流域災害を予測し減災を実現するために
は，まず地盤への降水浸透に伴い，山地流域内のどの斜
面が，どのような拡がりと厚みをもって不安定化してい
るのか，ハザードの時空間的な変化を定量的に評価する
ことが重要である．また，崩壊源で滑動を開始した崩土
がどこまで流下するのかについても，地形学的あるいは
河川工学的に予測することが望ましい．これにより，背
後に土砂の給源となる山地所減をもっ山麓居住地におい
て，どこが，いつ，どれほど危険なのかを地図上に表示
することができる．これは，極端気象災害に直面する地
域社会の核心的な減災ニーズで、あり，分野横断的な研究
者高田哉による学際的体制と複合融合的な研究アフ。ローチ
をもって， はじめて実践的な解決を見出すことができる
だろう．現時点では，研究機関が地域社会に直接情報を
提供することは，法治上の理由でできない．しかし防災
の主流化が進み，地方行政体と学術研究機関との有機的
連携が強化されると予想される近い将来において，こう
したリアルタイム災害モニタリングシステムはデファク
トスタンダードとして社会に受け入れられ，地域個別の
状況に合わせてブラッシュアップpされてゆくだろう．近
い未来のチャレンジにより，具体的なテス トフィールド
において，そのプロトタイプが構築・樹共されてゆくこ
とが期待される．
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